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サプライチェーンの概要

企業は、サプライチェーンの気候関連リスクに紐づ
けられた潜在的な財政的コストを合計1,620億米ド

ルと推定しており、これは、そのリスクを緩和する
ために必要とされる560億米ドルの2.9倍にのぼりま
す。

上流でのスコープ3排出量は、企業のスコープ1およ
びスコープ2排出量よりも平均で26倍多くなってい
ます。

企業は、上流での気候関連機会により、1,650億米

ドルの潜在的な財務利益が生み出されると推定し
ています。その機会を実現するために必要なコス
トは197億米ドルとされ、8.4倍の利益となります。

サプライチェーンと操業排出量

コストと緩和

機会

HSBCおよびCDPによるレポート「Strengthening the Chain（チェーンの強化）」

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/890/original/CDP_HSBC_Report_2024.pdf?1727259580
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/890/original/CDP_HSBC_Report_2024.pdf?1727259580
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/890/original/CDP_HSBC_Report_2024.pdf?1727259580
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/890/original/CDP_HSBC_Report_2024.pdf?1727259580
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/890/original/CDP_HSBC_Report_2024.pdf?1727259580
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/890/original/CDP_HSBC_Report_2024.pdf?1727259580


スコープ3の科学に基づく目標の設定
2023年にCDPを通じた情報開示を行った企業のうち、わずか15％が上流でのスコープ3の目標を設
定し、サプライヤーに科学に基づく目標の設定を求めた企業は3％未満でした。

スコープ3の科学に基づく目標設定に関する統計的に重要な要
因

Scope 3 Upstream:Big Challenges, Simple Remedies（上流でのスコープ3：大きな課題にシ
ンプルな解決策）

取締役会レベルで気候変動
に関して責任を持つ

サプライヤーエン
ゲージメント

インターナルカーボン
プライシング

34％の企業が、取締役会レベル

で気候変動に関する責任を持って
いる（監督および少なくとも1名の取締役
が気候変動に関する専門性を持っている）

41％の企業が、サプライヤーへの
エンゲージメントを実施している

14％の企業が、インターナルカー
ボンプライシングを利用している

スコープ3の目標を含む、1.5℃目標

に整合した気候移行計画を持ってい
る可能性が4.8倍高い

スコープ3の目標を含む、1.5℃目標

に整合した気候移行計画がある可能
性が6.6倍高い

スコープ3の目標を含む、1.5℃目

標に整合した気候移行計画がある
可能性が3.7倍高い

https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/834/original/Scope-3-Upstream-Report.pdf?1721043058
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/834/original/Scope-3-Upstream-Report.pdf?1721043058
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/834/original/Scope-3-Upstream-Report.pdf?1721043058
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/834/original/Scope-3-Upstream-Report.pdf?1721043058
https://cdn.cdp.net/cdp-production/cms/reports/documents/000/007/834/original/Scope-3-Upstream-Report.pdf?1721043058


スコープ3：科学に基づく行動の設定

Science-Based Targets: Scope 3（科学に基
づく目標：スコープ3）

Catalysing Value Chain Decarbonization（バ
リューチェーンの脱炭素化の促進）

既知の課題：

• データがベースラインの設定と進捗状況の実証の障壁
• 目標設定には、実現能力に確信を持てることが重要
• 一部のスコープ3排出量のカテゴリーは、その他のカテゴリーより脱炭素化が困難
• 企業がそのバリューチェーンに影響を与える能力には、複数の要因がある

解決策：

- CDPを通じた情報開示の「一度の報告が、何度も活用できる」アプローチ
- CDP、SBTi、および主要サプライチェーンメンバーによるガイダンス提供
- 規制に整合しており、何度も開示しなくて済む「ワンストップショップ」としてCDPを活用す
る

- CDPがサプライヤー固有のデータを導き、企業のスコープ3の科学に基づく目標に反映させる

https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://sciencebasedtargets.org/blog/scope-3-stepping-up-science-based-action
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/SBTi-The-Scope-3-challenge-survey-results.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/SBTi-The-Scope-3-challenge-survey-results.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/SBTi-The-Scope-3-challenge-survey-results.pdf


スコープ3とサプライヤーエンゲージ
メント
SBTi



スコープ3の科学に基づく
目標

1

Maria Rojas、エンゲージメントマネージャー、ヨー
ロッパ担当

Vicky Cochrane、認定サポートシニアマネージャー

2025年7月



スコープ3の科学に基づく
目標

2

Kyra Power、エンゲージメントマネージャー、北米

担当Milla Pechta、エンゲージメントマネージャー、
中南米担当

2025年7月
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SBTiは、世界の企業および金融機関が気候危機への対応においてそれ
ぞれの役目を果たせるように、企業の気候変動対策を支援する組織で

す。

地球温暖化による壊滅的なレベルの気候変動を抑えるために必要
なことに沿って、2050年までにネットゼロを達成するために、
企業が温室効果ガス（GHG）の排出量の削減目標を設定できる基

準、ツール、ガイダンスを開発しています。



4

SBTiのインパ
クト
SBTiが10年間に与え
た影響

11,100+
科学に基づく目標や

コミットメントがあるビ
ジネスの数

1,300+
ネットゼロの
コミットメン
トがアクティ

ブ

8,500+
科学に基づく目標が

ある

1,900+
ネットゼロ目標が
認定されている

160+
科学に基づく目標を
持つ金融機関



SBTiで科学に基づく目標を設定・コミットしている企業の数は
すべての地域で増加

注：2025年を除き、12月時点の年間データを使用しています（2025年は4月時点のデータ）。SBTiのネットゼロ基準は、2021年10月に導入されました。コミットメントを削除された556社の
データは含まれていません。 出典：Science-Based-Targets initiative (SBTi); Natural Earth Country boundaries without large lakes; BCG Analysis

科学に基づく目標を設定している企業の数
企業数（年と野心度別）

地域別の科学に基づく目標の普及（2024年12月時点）
目標が認定されたかコミットメントが受理された企業の数（地域と野心度別）

149

主要国

日本

英国

米国
5,020

ドイツ 1,270

中国 3,112

フランス

スウェーデン 79

インド

オランダ
213

デンマーク



多くの企業にとって、科学に基づく目標の
設定は、レジリエンスの構築、リスクの緩
和、イノベーションの拡大に焦点を当てた
堅牢な気候戦略を策定する際の最初の一
歩です。
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気候変動対策が必要な理由

気候変動により、2050年ま
でに世界の経済生産高が11

～14％低下する可能性があ
る。
（Swiss

Re）

世界の気温上昇により、サ
プライチェーンの混乱が生
じ、2060年までに4～25兆米
ドルの損失を生む。

（Natur

e）

2024年は、「気候破壊のマ
スタークラス」でした。

（Copernicus Climate Change

Service）

https://climate.copernicus.eu/warmest-january-record-12-month-average-over-15degc-above-preindustrial
https://climate.copernicus.eu/warmest-january-record-12-month-average-over-15degc-above-preindustrial
https://climate.copernicus.eu/warmest-january-record-12-month-average-over-15degc-above-preindustrial
https://climate.copernicus.eu/warmest-january-record-12-month-average-over-15degc-above-preindustrial


科学に基づく目標を設定するメリット

科学に基づく目標を設定し、低炭素経済への移行計画を導入している企業から報告されたメリット：

脱炭素化目標への内部整合の向上

例：公開・認定済みの目標により、脱炭素化に関する内部での協働が強化される

低炭素経済への移行によるイノベーションの推進

例：低炭素製品／サービス

競争力の強化

例：エネルギーおよび排気量関連のコストを最小化

規制、政策および市場開発に対するレジリエンスの向上

例：移行リスクの緩和

投資家および顧客による信頼度の高まり

例：ビジネスモデルの長期的な持続可能性
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科学に基づく目標
について



「科学に基づく」目標に必要な要素

10

気候科学的な根拠に基づいており、地球上の気温上昇を1.5℃に
抑えるために必要な脱炭素化率に整合している

科学に基づく目標が、企業固有のGHG排出インベントリおよび企業
が選択した基準年と目標年を使ってモデル化されている

企業が短期目標（5～10年）を設定、または長期目標としてネットゼ
ロ目標（最長2050年まで）を設定できる

SBTi Servicesによる認定を受けた目標がSBTiの基準を満たし、目
標ダッシュボードで公表されている

*ネットゼロ目標には、短期目標の設定が要求事項として含まれていま
す。



目標に対する基本要件

短期目標 ネットゼロ目標

スコープ1お
よび2

対象 排出量の95％以上 排出量の95％以上

野心度 1.5°C 1.5°C

スケ
ジュール

5～10年 最長2050年まで

スコープ3

対象 排出量の67％以上 排出量の90％以上

野心度 世界の気温上昇を産業革命前よ
り2℃を十分に下回る水準（Well

Below 2°C、WB2°C）

1.5°C

スケ
ジュール

5～10年 最長2050年まで

このスライドは、短期目標およびネットゼロ目標の基準の概要を表しており、それぞれの基準を詳しく説
明するためのものではありません。基準全体を見るには、SBTi文書を参照してください。

11
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目標設定プロセスの流れ

1日目 24か月 認定後

コミット*

ステップ2：ポータ
ル内で

「commitment」セ
クションに移動し、
コミットメントに
より意思表示を行
います。

Commitment
Compliance Policy

（コミットメント遵
守ポリシー）を確認
し、これに同意しま

す。

SBTiの
基準や要件、
ガイダンスに
従って策定し
ます。

**

目標設定

ステップ3：貴社の
排出量削減目標を、

申請

ステップ4：目標
申請フォームを完
成し、認定審査の
ためにSBTi Services
に送信します。

目標発表

ステップ5：目標を
発表し、ステークホ
ルダーに報告します。

開示

ステップ6：科学
に基づく目標達成に
向けた進捗状況を毎
年開示します。

登録

ステップ1：SBTi
Servicesの認定ポー

タル上で、登録のた
めに企業情報フォー
ムに記入します。

*このステップは任意です。そのまま申請および認定に進むことを選択できます。
**SBTiでは、セクター共通およびセクター別のガイダンスを用意しています。セクター別のアプローチを用いる必要があるかどうか
は、企業側で確認する必要があります。

https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://docs.sbtiservices.com/resources/CommitmentCompliancePolicy.pdf
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://sciencebasedtargets.org/resources/
https://validation.sbtiservices.com/login
https://validation.sbtiservices.com/login
https://validation.sbtiservices.com/login
https://validation.sbtiservices.com/login
https://validation.sbtiservices.com/login
https://validation.sbtiservices.com/login
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SBTiによるガイダンスとリソース

開発中

運用中（更新作業
中）

運用中

自動車

航空

建設 化

学製品

セメント

金融機関

森林、土地利用、農業（FLAG）旅

客・貨物の道路輸送

海運発

電

鉄鋼



スコープ3の目標設
定



SBTiがスコープ3への対応を企業に求める理由

15

70-80%
平均的な企業による
排出量におけるス
コープ3排出量の割合

出典：SBTi Research Scope 3 Discussion Paper "Aligning

Corporate Value Chains To Global Climate Goals", July 2024



スコープ3で認められる目標

16

総量目標 原単位目標 サプライヤーエンゲージメ
ント

科学に基づく目標を設定

した自社サプライヤー

（上流および下流）の割

合（％）を目標として設

定します。

短期目標のみ

企業は、最低でも2℃を十

分に下回る経路に整合する

年率（2.5％）で排出総量

を削減することが求められ

ます。

セクター共通

セクター別

企業は、製品またはサービス

の排出原単位を削減します

（アプローチにより測定は異

なる）。

物理的原単位

経済的原単位

セクター別原単位収
束



科学に基づく目標に関するサプライヤーエンゲージメント

17

Engaging Supply Chains on The Decarbonization Journey: A Guide to 

Developing and Achieving Scope 3 Supplier Engagement Targets（脱炭素

化の取り組みにおけるサプライヤーチェーンエンゲージメント：スコープ3の

サプライヤーエンゲージメント目標の策定と実施に関するガイド）で、サプ

ライヤーエンゲージメント目標の設定、エンゲージメントプログラムの導入、

およびこれらの目標を達成することによる成果をサプライヤーに理解しても

らう方法を説明しています。

● サプライヤーエンゲージメントガイダンス - 完全ガイダンス

● サプライヤーエンゲージメントガイダンス - エグゼクティブ・サマリー

● 科学に基づく目標についてサプライヤーに説明するためのプレゼンテー
ション資料

● SBTi Academy -企業で実務を行うスタッフ、コンサルタント、および科学

に基づく目標について詳しく学びたいプロフェッショナル向けのトレーニ

ングを提供する新リソース。

https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Guidance.pdf?dm=1752573896
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Guidance.pdf?dm=1752573896
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Guidance.pdf?dm=1752573896
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Guidance.pdf?dm=1752573896
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Executive-Summary.pdf?dm=1734357658
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Executive-Summary.pdf?dm=1734357658
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Executive-Summary.pdf?dm=1734357658
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-Executive-Summary.pdf?dm=1734357658
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-presentation.pptx?dm=1734357659
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-presentation.pptx?dm=1734357659
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Supplier-Engagement-presentation.pptx?dm=1734357659
http://sciencebasedtargets.org/training
http://sciencebasedtargets.org/training
http://sciencebasedtargets.org/training


スコープ3における目
標設定の変更点



SBTi企業ネットゼロ基準の見直し

全体的な目的

企業ネットゼロ基準が引き続き、2050年までに地球規模での1.5℃目標達成を目指す企業が、科

学に基づく野心的な目標を設定するために活用できる、信頼性が高い強固な基準であることを
確実にする

4つの主要目標

最新科学や新たなベ
ストプラクティスと
の整合

バリューチェーン
の排出量に対する
アプローチの強化

継続的な改善サイク
ルの導入

構成、使いやすさ、
相互運用性の改善



スコープ3の目標設定に対するアプローチの改訂に関するSBTiの提案

20

SBTi企業ネットゼロ基準バージョン2ドラフトの主な特徴：

目標設定バウンダリの変更

固定的な閾値ではなく、排出源の関連性に基づくバウンダリを使用する（すなわち、
67％のバウンダリの削除）

整合性に関する指標と目標に重点を置く

整合性に関する目標設定と手法の使用を強化し、結果を重視する

進捗を実証するための、より柔軟なアプローチ

排出源へのトレーサビリティが確立できない場合、アクティビティ・プールレベルの介
入（供給倉庫など）や非間接的緩和（ブック・アンド・クレームなど）が持つ役割を認め
る

協議用文書は、こちらのリン
クからご覧いただけます。

https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Aligning-corporate-value-chains-to-global-climate-goals-SBTi-Research-Scope-3-Discussion-Paper.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Aligning-corporate-value-chains-to-global-climate-goals-SBTi-Research-Scope-3-Discussion-Paper.pdf
https://files.sciencebasedtargets.org/production/files/Aligning-corporate-value-chains-to-global-climate-goals-SBTi-Research-Scope-3-Discussion-Paper.pdf
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2回目の公開協

議に参加する
（2025年下半
期の予定）

パイロットテ
ストへの参加
を申し込む
（フェーズ1

は8月15日終
了）

新しいドラフ
トをレビュー
する：SBTiの
ウェブサイト
で入手可能

広範なステー
クホルダーに
意見を募る

企業ネットゼロ基準バージョン2の策定への関与

https://www.surveymonkey.com/r/2NDGHR7
https://www.surveymonkey.com/r/2NDGHR7
https://www.surveymonkey.com/r/2NDGHR7
https://sciencebasedtargets.org/consultations/cnzs-v2-initialdraft
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SBTiのニュースレターに登録して
SBTiからの最新情報を受け取る

ありがとうございました。

sciencebasedtargets.org



sciencebasedtargets.org

/science-based-targets
s

@ScienceTarget Science Based Targets

info@sciencebasedtargets.o

rg

Science Based Targets Initiativeは、イングランドおよびウェールズの登録慈善団体（慈善団体番号1205768）およびイングラ
ンドおよびウェールズで設立された有限責任会社（会社登記番号14960097）です。登記上の住所：First Floor, 10 Queen

Street Place, London, England, EC4R 1BE（英国）
SBTI Services Limitedは、イングランドおよびウェールズで設立された有限責任会社（会社登記番号15181058）です。登記上
の住所：First Floor, 10 Queen Street Place, London, England, EC4R 1BE（英国）

SBTI Services Limitedは、Science Based Targets Initiativeの全額出資子会社です。

ありがと
うござい
ました。

mailto:info@sciencebasedtargets.o
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新しいSBTiトレーニングおよび認証プログラム

SBTiでは、この種のものとしては初めて

の、科学に基づく目標設定に関するト

レーニングおよび認証プログラムを立ち

上げます。

SBTiの基準、ツール、認定サービスに関する

ステークホルダーの知識やスキル、理解を育

てることは、世界各地のビジネスが野心的な

気候変動対策を取るための支援に不可欠です。

詳細およびお問い合わせはこち

らから

sciencebasedtargets.org/training



ケーススタディ：

ボッシュ



CDPサプライチェーンメンバー向けウェビ
ナー：

科学に基づく目標に関するサプライヤー
エンゲージメント

ボッシュにおけるサステナ
ビリティ

循
環
型
経
済

健
康



CDPサプライチェーンメンバー向けウェビ
ナー：

科学に基づく目標に関するサプライヤー
エンゲージメント

ボッシュにおけるサステナ
ビリティ

循
環
型
経
済

健
康

イントロダクション
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当社のサステナビリティ経営における重点項目
ボッシュにおけるサステナビリティ

35

気候保護

1 | CO2排出量の削減
2 |エネルギー効率と再生可能エネルギー

気候変動対策のパイオニアであることはボッシュの野
心であり、再生可能エネルギーの拡大とエネルギー効
率の継続的改善に努めています。

水

1 | 水不足

2 | 水質

ボッシュにとって、水は節約すべき資源です。水が

不足している地域については、重要な懸念事項です。

ひと

1 | 働きたいと思われる企業
2 | ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン

魅力的な職場条件により、ボッシュは働きたい企業と
して認識されています。多様性、公平性と包含性がビ
ジネスの長期的な成功に不可欠と考えます。

健康

1 |労働安全衛生

2 |汚染と環境負荷物質

ボッシュは、製品やサービスのイノベーション、お
よび人間と環境への悪影響を回避することによって、

ひとの健康に貢献します。

人権

1 |責任
2 |透明性

ボッシュは、バリューチェーン全体で人権が尊重さ
れることに慎重かつ責任ある行動をとります。

循環型経済

1 | 資源効率

2 | 再利用

ボッシュは、エコロジカルフットプリントを削ら

し、社会的利益を生み出すために努めています。こ
の取り組みでは、ボッシュは循環型経済の原則に
倣っています。

ガバナンス

1 | 企業倫理
2 | プライバシー

法令遵守および、公正で責任あるビジネス慣行は、
ボッシュが掲げる価値観の一部であり、当社が最も優
先
する事項です。
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取り組みの認識
ボッシュにおけるサステナビリティ

36

ボッシュのサステナビリティレポート

気候変動：「A」ス
コア

ウォーター：「B」
スコア

「プライム」評価、
B-

「1.5℃目標設定」ステー

タス

66/100ポイン
ト

15.5ポイント（低リスクカテゴ

リー）
上位12％、グローバルユニバース

一部の業績評価指標と
声明の監査

格付け
一部の格付け結果、最
終更新：2025年5月

ボッシュ

国際社会
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CO2排出削減戦略の推進力としての外部の要求事項
ボッシュにおけるサステナビリティに関する顧客の要求事項

37

SBTiコミットメント 顧客の要求事項 法的な要求事項

戦略的に関連することは？

▪ SBTi基準のガイドラインでは、スコー
プ3では野心的な削減レベルを
求めている

▪ CDP：評価の前提条件として、SBTi目標
の設定が求められる

外部的に求められることは？

▪ より多くの顧客が野心的な気候変動対
策に取り組んでいる

▪ 顧客は、透明性の高い排出量データと
PCFの削減、すなわちRBWのスコープ3
（上流）を求めている

法的に必要なことは？

▪ CSRDでは、正式な目標設定と
気候変動対策に関する報告を求めてい
る

▪ CSDDDでは、企業とそのサプライ
チェーンに2050年までに1.5℃目標を

達成するための気候移行計画を求めて
いる

「2030年までに、(...)サプライチェーン全体で

カーボンニュートラルを
実現する。[...]

CO2排出権の購入による相殺は、私たちにとって
重要な役割を果たさない。」

Oliver Blume、CEO PAG and VW AG
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1つのメソドロジーによる体系的管理
ボッシュにおけるサステナビリティ

38

サステナビリティに関する私たちのビジョンの環境的側面は、
同一のロジックに基づいています。このロジックは3つのコア
要因が特徴で、バリューチェーンにも適用できます。
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GHGプロトコルに基づくスコープ1、2、3の排出量
背景説明：炭素会計の枠組み

39

上流の活動 報告企業 下流の活動

会社
施設

会社
車両

スコープ1
直接

自社用途のために購
入した電気、蒸気、
熱、冷却

スコープ2  非間接

会社
施設

温室効果ガス（GHG）排出量 [CO2e]

投資

フランチャ
イズ

販売製品の使
用

リース
資産

生産終了

販売商品の
加工

輸送・
流通

スコープ3  非間接

燃料・エネル
ギー関連
活動

資本財購入した商品
およびサービ

ス

輸送・
流通

操業で発生
した廃棄物

出張

従業員の
通勤

リース
資産

スコープ3  非間接

GHG：温室効果ガスプロトコル
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直接・間接的
CO2排出量1, 2

スコープ1および2

< 1.0%

3.3m t

上流および下流での排出量の削減（スコープ3）
気候保護

40

この成功を基に、削減目標をそれまでの15パーセン
トから大幅に引き上げました。基準年の2018年と比
較して、2030年までにスコープ3の排出量を総量で
30パーセント削減することを意図しています。

ボッシュグループの気候変動対策目標は、地球温暖
化を1.5℃に抑える目標を支持しているとSBTiにより
認定されています。4

バリューチェーン上流および
下流でのCO2排出量2, 3

スコープ3

458m t

物流

0.6%

販売製品の使用

91.9%

購入した商品
およびサービス

7.5%

1 世界各地の450以上の拠点で、ボッシュグループは、2020年から全体的にカーボンニュートラルを実現している（Greenhouse Gas Protocol Corporate Accounting and Reporting Standard（GHGプロトコル：事業者の
排出量の算定及び報告の基準）のスコープ1と2）。これは、エネルギー効率の改善、再生可能エネルギー源からのエネルギー生成、グリーン電力の購入、残存CO2排出量をカーボンクレジットと相殺するとい
う4つの要因により達成されている。
2 基準年は2018年。 3 データ品質をさらに改善するために、スコープ3の排出量の算出が2024年に改訂。 4 Robert Bosch GmbHとしてSBTiの目標ダッシュボードに登録。

ボッシュ拠点で
自家生成

および購入された
エネルギー

基準年の2018年と比較して、
2030年までに総量で30パーセント削減

- 27%
2018年から、私たちはスコープ3の排出量を
約27％削減し、2023年にはCO2の排出量を
3,350万平方トンまで減らしています。

https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://sciencebasedtargets.org/companies-taking-action#dashboard
https://sciencebasedtargets.org/companies-taking-action#dashboard
https://sciencebasedtargets.org/companies-taking-action#dashboard


CDPサプライチェーンメンバー向けウェビ
ナー：

科学に基づく目標に関するサプライヤー
エンゲージメント

ボッシュにおけるサステナ
ビリティ

循
環
型
経
済

健
康

スコープ3のアプローチ
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社外
コミュニケーション
（例：ボッシュのサステナビリティ
レポート）

社内の
運営

ボッシュにおける気候変動対策 - CO2目標
社外の取り組みと社内の運営

42

スコープ3：上流

1. エネルギー効率

2. 新しいクリーンな電力

3. グリーン電力

4. カーボンオフセット

1. CDPとSBTi

2. MCF

3. DFE

1. エネルギー効率

2. 製品ポートフォリオの最適化

3. エネルギーセクターの変革
（受動的な貢献）

購入した商品およびサービス

スコープ1および2の総量目
標：「-85%」

スコープ1および2、RB合計 製品の使用

1

2

3

1

2

3

4

1

2

3

スコープ3：下流スコープ1および2

スコープ3の総量目標：
「-30%」

1. ネットワークの最適化物流、運輸 1 1. 航空輸送から海上輸送へ3. 低炭素燃料32

「相殺を含むカーボンニュートラル」
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社外
コミュニケーション
（例：ボッシュのサステナビリティ
レポート）

社内の
運営

ボッシュにおける気候変動対策 - CO2目標
社外の取り組みと社内の運営
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1. エネルギー効率

2. 新しいクリーンな電力

3. グリーン電力

4. カーボンオフセット

スコープ1および2の総量目
標：「-85%」

スコープ1および2、RB合計

1

2

3

4

スコープ1および2

「相殺を含むカーボンニュートラル」
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2020年からスコープ1および2でカーボンニュートラル
気候保護

44

カーボン
オフセット

新しいクリーン
な
電力

エネルギー
効率

グリーン電力

自家生成：
400 GWh

削減量：
1.7 TWh

グリーン電力：
100%

カーボンオフセッ
ト：

最大0.5m t 
CO2

目標2030年

世界各地の
400を超える当社サイト
（スコープ1および2）

330万
トン

2018年の
CO2排出量

スコープ1および2で
2020年から

531,300 t CO249%67% 99.5%
達成
2024年

0
カーボンニュートラル

2018年からCO2排出量を84％削減
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社外
コミュニケーション
（例：ボッシュのサステナビリティ
レポート）

社内の
運営

ボッシュにおける気候変動対策 - CO2目標
社外の取り組みと社内の運営
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スコープ3：上流

1. CDPとSBTi

2. MCF

3. DFE

1. エネルギー効率

2. 製品ポートフォリオの最適化

3. エネルギーセクターの変革
（受動的な貢献）

購入した商品およびサービス 製品の使用

1

2

3

1

2

3

スコープ3：下流

スコープ3の総量目標：
「-30%」
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目標設定アプローチ -製品からの視点1
スコープ3：バリューチェーンの視点

エネルギー効率の改善策

エネルギー効率の改善策

製品A

原材料

電子機器

その他

原材料1
サプライ
ヤー1サプライ
ヤー2サプライ
ヤー3

下流

サプライ
ヤー4サプライ
ヤー5サプライ
ヤー6

原材料2

製品B

原材料

電子機器

その他

電子機器1
電子機器2

サプライ
ヤーN

…1次2-n次

製品および自社での操業上流

（抽象的に視覚化）

46
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目標設定アプローチ -製品からの視点1
スコープ3：バリューチェーンの視点

エネルギー効率の改善策

エネルギー効率の改善策

製品A

下流

製品B

…

製品および自社での操業

2018年から下流で28%改善

エネルギー効率と製品ポートフォリ
オの
最適化が重要な指標

エネルギーセクターの変革が
使用段階でのCO2排出量削減に貢献

製品ポートフォリオの最適化

（抽象的に視覚化）
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目標設定アプローチ -製品からの視点1
スコープ3：バリューチェーンの視点

エネルギー効率の改善策

エネルギー効率の改善策

製品A

原材料

電子機器

その他

原材料1

下流

原材料2

製品B

原材料

電子機器

その他

電子機器1
電子機器2

…

製品および自社での操業

重点を置く原材料（鉄鋼、アルミ、銅、プラス
チック）
を特定し、CO2削減オプションを評価

電子機器コンポーネント（バッテリー、半導体
など）の
サプライチェーンにおけるCO2削減

ボッシュのスコープ1および2の継続的改善

設計の最適化

（抽象的に視覚化）
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目標設定アプローチ -製品からの視点1
スコープ3：バリューチェーンの視点

エネルギー効率の改善策

エネルギー効率の改善策

製品A

原材料

電子機器

その他

原材料1
サプライ
ヤー1サプライ
ヤー2サプライ
ヤー3

下流

サプライ
ヤー4サプライ
ヤー5サプライ
ヤー6

原材料2

製品B

原材料

電子機器

その他

電子機器1
電子機器2

サプライ
ヤーN

…1次2-n次

製品および自社での操業上流

を通じたサプライ
ヤー
上位4.700社とのエンゲージメントによ
り透明性を生み出す

理想的には での目標設定を介
して
サプライヤーとCO2排出量について合
意する

入札でのサステナビリティ業績の基づ
く
報奨金/負担金

CDPとSBTI経由でのサプライヤーエン
ゲージメント

（抽象的に視覚化）
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目標設定アプローチ -製品からの視点1
スコープ3：バリューチェーンの視点

エネルギー効率の改善策

エネルギー効率の改善策

製品A

原材料

電子機器

その他

原材料1
サプライ
ヤー1サプライ
ヤー2サプライ
ヤー3

下流

サプライ
ヤー4サプライ
ヤー5サプライ
ヤー6

原材料2

製品B

原材料

電子機器

その他

電子機器1
電子機器2

サプライ
ヤーN

…1次2-n次

製品および自社での操業
設計の最適化 製品ポートフォリオの最適化CDPとSBTI経由でのサプライヤーエン

ゲージメント

を通じたサプライ
ヤー
上位4.700社とのエンゲージメントによ
り透明性を生み出す

理想的には での目標設定を介
して
サプライヤーとCO2排出量について合
意する

入札でのサステナビリティ業績の基づ
く
報奨金/負担金

重点を置く原材料（鉄鋼、アルミ、銅、プラス
チック）
を特定し、CO2削減オプションを評価

電子機器コンポーネント（バッテリー、半導体
など）の
サプライチェーンにおけるCO2削減

ボッシュのスコープ1および2の継続的改善

上流

環境に配慮した設計

2018年から下流で28%改善

エネルギー効率と製品ポートフォリ
オの
最適化が重要な指標

エネルギーセクターの変革が
使用段階でのCO2排出量削減に貢献

（抽象的に視覚化）
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CO2排出量の改善をバリューチェーン全体に浸透させる
気候変動対策とサプライチェーンのアプローチ

51

私たちのミッションは、サプライチェーンでの一貫した脱炭素化です。サプライチェーンでCO2の排出量
を1トン削減するごとに、バリューチェーンでの削減量が増大し、持続可能な繁栄が可能になります。
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目標設定アプローチ -製品ポートフォリオからの視点2
スコープ3：ポートフォリオの視点
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事業単位1-n
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目標設定アプローチ -製品ポートフォリオからの視点2
スコープ3：ポートフォリオの視点
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目標設定アプローチ -製品ポートフォリオからの視点2
スコープ3：ポートフォリオの視点

54

事業単位1-n

製品2022年（基準年）

1A

0.5B

0.5C

0.5D

mtCO2 EBIT*

0%

5%

-10%

8%

製品2030年（目標年）

0.9A

0.4B

0.5D

E

mtCO2

0.4

1 2

-15%
Σ 2.2

見本

目標の野心度

維持か拒否
か

CO2の目標値は、
CO2削減策

および販売量の変
化の影響を受ける

Σ 2.5



C/SEB | Bosch Climate Action | July 2025

© Robert Bosch GmbH 2023. All rights reserved, also regarding any disposal, exploitation, reproduction, editing, distr ibution, as well as in the event of applications for industrial property rights.

目標設定アプローチ -製品ポートフォリオからの視点2
スコープ3：ポートフォリオの視点
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事業単位1-n

製品2022年（基準年）

1A

0.5B

0.5C
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0%
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製品2030年（目標年）
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0.4B

0.5D

E
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-15%
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▪ 事業戦略とサステナビリティ戦略との整

合：

− 基準年の実際のポートフォリオおよ
び*EBIT目標、
市場開発および企業戦略などの提供
されたパラメータを基に、2030年の
製品プロファイルの近似値を求める
ことができる

− 2030年の目標値により、残りの許容
可能な排気量（例：製品レベル）を
より正確に分析可能

基準年対目標年の総量または原単位削減
の野心度に基づく計算

目標の野心度

維持か拒否
か

CO2の目標値は、
CO2削減策

および販売量の変
化の影響を受ける

Σ 2.5



CDPサプライチェーンメンバー向けウェビ
ナー：
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ボッシュにおけるサステナ
ビリティ
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ボッシュにおける気候変動対策 - CO2目標
1つのメソドロジーによる体系的管理
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12020年からボッシュグループは、世界各地の400以上の拠点でカーボン
ニュートラルを実現している（スコープ1と2）。そのために、2023年に残
りの581,000mtのCO2排出量がカーボンクレジットと相殺された。スコープ
1、2、3の使用については、Greenhouse Gas Protocol Corporate Accounting and 
Reporting Standard（GHGプロトコル：事業者の排出量の算定及び報告の基
準）に従う。

目標2030年 達成

2024年

自家生成：
400 GWh

削減量：
1.7 TWh

グリーン電力：
100%

カーボンオフセット：
最大0.5mtCO2

531kt CO2

49%

67%

99.5%

2020年に自社での操業においてカーボンニュートラルを実現し1、業界をリード。サプライチェーンのサステナビリティへの転
換が、今後の法的および顧客の要求事項を満たすための核となる関心事。

330万ト
ン

0カーボンニュートラル

エネルギー
効率

新しいクリーンな
電力

グリーン
電力

カーボン
オフセット

2018年の
CO2排出量

https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
https://ghgprotocol.org/corporate-standard
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ボッシュにおける気候変動対策 - CO2目標
複数年の視点でのサクセスストーリー

0

4,500

4,000

3,500

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500
350

1,253
1,759

3,268

500

2,000
2,200

4,445

サプライヤー
数

CDP

SBTi

気候目標設定を行ったサプライヤー

0

1,000

200

400

600

800

1,200

1,400

1,600

129
232

856

>1,270

2021 2022 2023 2024

CDPを通じた情報開示を行ったサプライヤー

CDPを通じた情報開示を要請されたサプライヤー

データ品質の改善 -
RB Sc3Uの算出のた
めに使用できたデー

タ1：
19% (2021)

38% (2022)

46% (2023)

>50% (2024)

連続2年以上情報を
開示しているサプラ
イヤーによる脱炭素
化の成功：

最大15％の原単位削
減

[kgCO2/€]2

連続3年以上情報を
開示しているサプラ
イヤーによる脱炭素
化の成功：

最大30％の原単位削
減

[kgCO2/€]2

サプライヤーの
約50％が、数年
間でCDPスコア
を大幅に改善

気候移行計画また
はサプライチェー
ンエンゲージメン
トを持つ

サプライヤーの
数：
>600

1) PUR.-Volに基づく割合（％） 2)「原単位」または「相対的」排出量をサプライヤーの売上高により標準化

2024年、新た
に

回答要請を受
けたSMEサプラ
イヤー878社が
「B」スコアを

取得

1つのメソドロジーによる体系的管理



ありがとうござい
ました。



ご質問はありません
か？
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